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令和８年度 年間授業計画  科目名 
青山キャリア 

エデュケーション  学年 ３ 
 

  

単 位 数 教 科 担 当 者 使用教科書・補助教材・その他 

２ 木村 美保子  白川 和彦 
北條 悠子   佐伯 英志 
真柴 晶彦   山下 恵理 
吉田 工    田代 敦士 
早川 洋志   元木 和泉 
森田 賢 

各講座で独自の教材を用いる 

必 履 修 

 ○学校必履修 

  必修選択 

自由選択 

 
 
◆学習の目標  

・高校での各教科の学習内容を発展させ、大学での学びにつなげる。･ 
・自己や希望進路についての理解を深める。 

 
◆主な学習内容・方法  

・下記の各講座に分かれ、人文科学、社会科学、自然科学等について、高校の発展的な学習内容や

大学で学ぶ内容の導入部分を学習する。また、大学進学の意義や学問領域、職業の研究、課題解

決のための演習を行う。 
【開講される講座】 

 「古代の人の考え方や感性に学ぶ」「地球環境と人間社会」「公共の扉」「日本文化史」「世界の歴

史と現代的な課題」「総合物理」「Advanced 化学」「Standard 化学」「Basic 化学」「化学実験」「ACE
生物」「英選 B＋」「情報通信演習」 

 

 
◆到達目標と評価の観点  

・高校での各教科の学習内容を発展させ、大学での学びにつなげることができた。･ 

・自己や希望進路についての理解を深めることができた。 
 
 
 

 
◆評価の方法  

１ 授業に積極的に参加したか 
２ レポート等の提出状況 

                      ＊数値による最終評価は行わない。  

 
◆年間予定授業時間  

予定時数    ７０ 時間 １学期（１６時間） ２学期（４８時間） ３学期（ ６ 時間） 
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◆授業計画 

 

学期 

 

単元・教材等 

 

学習の内容 

 

学習到達目標 

 

 

 

 １ 

 

 学 

 

 期 

 

 

 

 

教科・科目に関するガイ

ダンス 
 
 
 
進路に関するガイダン

ス 
 
学問研究１ 

 
・「青山ｷｬﾘｱｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝ」についてのオ

リエンテーション 
・年間計画について 
 
 
・自己理解や進路学習に関するガイダン   

ス 
 
・学問研究１のねらいについての説明 
・高校卒業後を視野に入れた大学、学問、

職業の研究 
・自己理解 
・課題解決学習 
・演習 

 

・授業の意義を理解し、積

極的に参加できる。 
 

 

 

・各講座の授業への参加や 
 

 

・各講座で扱う課題につい

て探究的に取り組むこと

ができる。 

 

 

 

 

 ２ 

 
 学 

 

 期 

 

 

 

 

 

 

 
学問研究２ 

 
・学問研究２の狙いについての説明 
・高校卒業後を視野に入れた大学、学問、

職業の研究 
・自己理解 
・課題解決学習 
・演習 

 

 

        
・各講座で扱う課題につい

て探究的に取り組むこと

ができる。 

 

 

 

 

 

 ３ 

 学 

 期 

 

 

 

高大接続の実現 

 

・各自の進路実現に向けた計画の作成 
・計画の実施 
・成果とまとめ 

 

・各講座で学習した内容を

踏まえ、進路実現につな

げることができる。 

 

 

 


